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４

被
災
関
係
事
業
主
が
行
う
令
和
六
年
能
登
半
島

地
震
に
際
し
新
潟
県
、
富
山
県
、
石
川
県
又
は
福

井
県
の
区
域
内
に
所
在
す
る
事
業
所
に
お
け
る
第

百
二
条
の
三
第
一
項
第
二
号
イ
に
規
定
す
る
対
象

被
保
険
者
の
休
業
等
に
つ
い
て
は
、
同
条
第
二
項

第
一
号
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
休
業
等
に

係
る
同
号
の
規
定
に
よ
り
対
象
被
保
険
者
に
支
払

つ
た
手
当
又
は
賃
金
の
額
に
相
当
す
る
額
と
し
て

厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
方
法
に
よ
り
算
定
し
た

額
の
三
分
の
二（
中
小
企
業
事
業
主
に
あ
つ
て
は
、

五
分
の
四
）
の
額
（
そ
の
額
を
当
該
手
当
の
支
払

の
基
礎
と
な
つ
た
日
数
で
除
し
て
得
た
額
が
基
本

手
当
日
額
の
最
高
額
を
超
え
る
と
き
は
、
基
本
手

当
日
額
の
最
高
額
に
当
該
日
数
を
乗
じ
て
得
た

額
）
に
同
号
イ
に
規
定
す
る
教
育
訓
練
を
実
施
し

た
日
数
に
応
じ
た
訓
練
費
を
加
算
し
た
額
を
支
給

す
る
も
の
と
す
る
。

と
あ
る
の
は「
解
雇
を
予
告
さ
れ
た
被
保
険
者
等
」

と
、「
当
該
事
業
主
が
指
定
し
た
日
（
前
号
イ
に
該

当
す
る
も
の
と
し
て
過
去
に
雇
用
調
整
助
成
金
の

支
給
を
受
け
た
こ
と
が
あ
る
事
業
主
に
あ
つ
て

は
、
当
該
指
定
し
た
日
が
当
該
事
業
主
の
直
前
の

対
象
期
間
の
満
了
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
一

年
を
超
え
て
い
る
も
の
に
限
る
。）」
と
あ
る
の
は

「
当
該
事
業
主
が
指
定
し
た
日
」
と
、
同
号
ロ
中

「
出
向
を
し
た
日
の
前
日
に
お
い
て
当
該
事
業
所

の
事
業
主
に
被
保
険
者
と
し
て
継
続
し
て
雇
用
さ

れ
た
期
間
が
六
箇
月
未
満
で
あ
る
被
保
険
者
、
解

雇
を
予
告
さ
れ
た
被
保
険
者
等
」と
あ
る
の
は「
解

雇
を
予
告
さ
れ
た
被
保
険
者
等
」
と
す
る
。

５

被
災
関
係
事
業
主
が
行
う
令
和
六
年
能
登
半
島

地
震
に
際
し
新
潟
県
、
富
山
県
、
石
川
県
又
は
福

井
県
の
区
域
内
に
所
在
す
る
事
業
所
に
お
け
る
第

百
二
条
の
三
第
一
項
第
二
号
ロ
に
規
定
す
る
出
向

対
象
被
保
険
者
の
出
向
に
つ
い
て
は
、
同
条
第
二

項
第
二
号
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
同
条
第
一
項

第
二
号
ロ
に
規
定
す
る
出
向
を
し
た
者
に
係
る
出

向
期
間
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
支
給
対
象
期

間
」
と
い
う
。）に
お
け
る
賃
金
に
つ
い
て
同
号
ロ

の
契
約
に
基
づ
い
て
負
担
し
た
額
（
そ
の
額
が
当

該
出
向
を
し
た
者
の
出
向
前
に
お
け
る
通
常
賃
金

の
額
に
百
六
十
五
を
乗
じ
て
得
た
額
に
支
給
対
象

期
間
の
日
数
を
三
百
六
十
五
で
除
し
て
得
た
数
を

乗
じ
て
得
た
額
を
超
え
る
と
き
は
、
当
該
通
常
賃

金
の
額
に
百
六
十
五
を
乗
じ
て
得
た
額
に
支
給
対

象
期
間
の
日
数
を
三
百
六
十
五
で
除
し
て
得
た
数

を
乗
じ
て
得
た
額
）
の
三
分
の
二
（
中
小
企
業
事

業
主
に
あ
つ
て
は
、
五
分
の
四
）
の
額
（
そ
の
額

が
基
本
手
当
日
額
の
最
高
額
に
三
百
三
十
を
乗
じ

て
得
た
額
に
支
給
対
象
期
間
の
日
数
を
三
百
六
十

五
で
除
し
て
得
た
数
を
乗
じ
て
得
た
額
を
超
え
る

と
き
は
、
基
本
手
当
日
額
の
最
高
額
に
三
百
三
十

を
乗
じ
て
得
た
額
に
支
給
対
象
期
間
の
日
数
を
三

百
六
十
五
で
除
し
て
得
た
数
を
乗
じ
て
得
た
額
）

を
支
給
す
る
も
の
と
す
る
。

６

被
災
関
係
事
業
主
が
行
う
令
和
六
年
能
登
半
島

地
震
に
際
し
新
潟
県
、
富
山
県
、
石
川
県
又
は
福

井
県
の
区
域
内
に
所
在
す
る
事
業
所
に
お
け
る
第

百
二
条
の
三
第
一
項
第
二
号
イ
に
規
定
す
る
対
象

被
保
険
者
の
休
業
等
に
係
る
同
号
及
び
同
条
第
三

項
本
文
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
号
イ

中
「
十
五
分
の
一
」
と
あ
る
の
は「
三
十
分
の
一
」

と
、「
二
十
分
の
一
」
と
あ
る
の
は「
四
十
分
の
一
」

と
、
同
項
本
文
中
「
百
日
」
と
あ
る
の
は
「
三
百

日
」
と
す
る
。

７

前
各
項
の
規
定
は
、
特
例
対
象
期
間
の
初
日
か

ら
起
算
し
て
六
箇
月
の
期
間
内
に
、
別
の
対
象
期

間
の
初
日
が
あ
る
場
合
に
は
、
当
該
別
の
対
象
期

間
に
つ
い
て
は
、
適
用
し
な
い
。

第
十
五
条
の
四
の
三
か
ら
第
十
五
条
の
四
の
六
ま
で

削
除

第
十
五
条
の
四
の
二
か
ら
第
十
五
条
の
四
の
六
ま
で

削
除

附

則

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
し
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
の
規
定
は
、
令
和
六

年
一
月
一
日
以
降
に
開
始
し
た
同
令
第
百
二
条
の
三
第
一
項
第
二
号
イ
に
規
定
す
る
休
業
等
又
は
同
号
ロ
に
規
定
す
る

出
向
に
つ
い
て
適
用
す
る
。
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